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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年5月31日(2018.5.31)

【公開番号】特開2015-204629(P2015-204629A)
【公開日】平成27年11月16日(2015.11.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-071
【出願番号】特願2015-80925(P2015-80925)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   1/18     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   9/72     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   7/38     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   7/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ    1/18     　　　Ｃ
   Ｈ０３Ｈ    9/72     　　　　
   Ｈ０３Ｈ    7/38     　　　Ｚ
   Ｈ０３Ｈ    7/46     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月5日(2018.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリアアグリゲーション回路であって、
　入力ノードと、低雑音増幅器の入力に結合されるように構成された共通ノードと、
　前記入力ノードと前記共通ノードとの間にある第１の受信経路とを備え、前記第１の受
信経路は、第１の周波数帯において整合インピーダンスを与え、かつ第２の周波数帯にお
いて不整合インピーダンスを与える第１のフィルタを含み、さらに、
　前記入力ノードと前記共通ノードとの間にある第２の受信経路を備え、前記第２の受信
経路は、前記第２の周波数帯において整合インピーダンスを与え、かつ前記第１の周波数
帯において不整合インピーダンスを与える第２のフィルタを含み、さらに、
　前記第１の受信経路に沿って実装されて、前記第１の受信経路のために前記第１の周波
数帯における前記整合インピーダンスを維持し、前記第１の受信経路のために前記第２の
周波数帯における前記不整合インピーダンスを、前記第２の周波数帯における開放インピ
ーダンスに調整する第１の位相シフト回路と、
　前記第２の受信経路に沿って実装されて、前記第２の受信経路のために前記第２の周波
数帯における前記整合インピーダンスを維持し、前記第２の受信経路のために前記第１の
周波数帯における前記不整合インピーダンスを、前記第１の周波数帯における開放インピ
ーダンスに調整する第２の位相シフト回路と、
　前記第１の位相シフト回路と前記共通ノードとの間に実装された第１のスイッチと、前
記第２の位相シフト回路と前記共通ノードとの間に実装された第２のスイッチとをさらに
備え、前記第１のスイッチおよび前記第２のスイッチは、前記キャリアアグリゲーション
回路が、キャリアアグリゲーションモードまたは非キャリアアグリゲーションモードで動
作することを可能にする、キャリアアグリゲーション回路。
【請求項２】
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　前記第１のフィルタおよび前記第２のフィルタは、アンテナから前記入力ノードを通し
て信号を受信するように構成された入力ポートを含むダイプレクサの一部である、請求項
１に記載のキャリアアグリゲーション回路。
【請求項３】
　前記低雑音増幅器は、前記第１の周波数帯および前記第２の周波数帯に対応する受信し
た信号の周波数帯を増幅するように構成される、請求項１に記載のキャリアアグリゲーシ
ョン回路。
【請求項４】
　前記第１の位相シフト回路は、２つの直列容量と、前記２つの容量間のノードと接地を
結合する誘導分路とを含む、請求項１に記載のキャリアアグリゲーション回路。
【請求項５】
　前記第２の位相シフト回路は、２つの直列容量と、前記２つの容量間のノードと接地を
結合する誘導分路とを含む、請求項４に記載のキャリアアグリゲーション回路。
【請求項６】
　前記第１の位相シフト回路は、２つの直列インダクタンスと、前記２つのインダクタン
ス間のノードと接地を結合する容量性分路とを含む、請求項１に記載のキャリアアグリゲ
ーション回路。
【請求項７】
　前記第２の位相シフト回路は、２つの直列インダクタンスと、前記２つのインダクタン
ス間のノードと接地を結合する容量性分路とを含む、請求項６に記載のキャリアアグリゲ
ーション回路。
【請求項８】
　高周波モジュールであって、
　複数の構成要素を支持するように構成された実装基板と、
　前記実装基板上に実装されたキャリアアグリゲーション回路とを備え、前記キャリアア
グリゲーション回路は、入力ノードと、低雑音増幅器の入力に結合されるように構成され
た共通ノードとを含み、前記キャリアアグリゲーション回路は、前記入力ノードと前記共
通ノードとの間にある第１の受信経路を含み、前記第１の受信経路は、第１の周波数帯に
おいて整合インピーダンスを与え、かつ第２の周波数帯において不整合インピーダンスを
与える第１のフィルタを含み、前記キャリアアグリゲーション回路はさらに前記入力ノー
ドと前記共通ノードとの間にある第２の受信経路を含み、前記第２の受信経路は、前記第
２の周波数帯において整合インピーダンスを与え、かつ前記第１の周波数帯において不整
合インピーダンスを与える第２のフィルタを含み、前記キャリアアグリゲーション回路は
さらに
　前記第１の受信経路に沿って実装されて、前記第１の受信経路のために前記第１の周波
数帯における前記整合インピーダンスを維持し、前記第１の受信経路のために前記第２の
周波数帯における前記不整合インピーダンスを、前記第２の周波数帯における開放インピ
ーダンスに調整する第１の位相シフト回路と、
　前記第２の受信経路に沿って実装されて、前記第２の受信経路のために前記第２の周波
数帯における前記整合インピーダンスを維持し、前記第２の受信経路のために前記第１の
周波数帯における前記不整合インピーダンスを、前記第１の周波数帯における開放インピ
ーダンスに調整する第２の位相シフト回路と、
　前記第１の位相シフト回路と前記共通ノードとの間に実装された第１のスイッチと、前
記第２の位相シフト回路と前記共通ノードとの間に実装された第２のスイッチとをさらに
含み、前記第１のスイッチおよび前記第２のスイッチは、前記キャリアアグリゲーション
回路が、キャリアアグリゲーションモードまたは非キャリアアグリゲーションモードで動
作することを可能にする、高周波モジュール。
【請求項９】
　前記第１のフィルタおよび前記第２のフィルタは各々表面弾性波フィルタを含む、請求
項８に記載の高周波モジュール。
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【請求項１０】
　前記実装基板上に実装された低雑音増幅器をさらに備え、前記低雑音増幅器は、前記共
通ノードに結合されることにより前記キャリアアグリゲーション回路からの合成信号を受
ける、請求項８に記載の高周波モジュール。
【請求項１１】
　前記高周波モジュールはダイバーシティ受信モジュールである、請求項８に記載の高周
波モジュール。
【請求項１２】
　前記第１の位相シフト回路および前記第２の位相シフト回路は各々、容量およびインダ
クタンス素子を含む、請求項８に記載の高周波モジュール。
【請求項１３】
　無線装置であって、
　高周波信号を処理するように構成された受信機と、
　前記受信機と通信するキャリアアグリゲーション回路とを備え、前記キャリアアグリゲ
ーション回路は、入力ノードと、低雑音増幅器の入力に結合されるように構成された共通
ノードとを含み、前記キャリアアグリゲーション回路は、前記入力ノードと前記共通ノー
ドとの間にある第１の受信経路を含み、前記第１の受信経路は、第１の周波数帯において
整合インピーダンスを与え、かつ第２の周波数帯において不整合インピーダンスを与える
第１のフィルタを含み、前記キャリアアグリゲーション回路はさらに前記入力ノードと前
記共通ノードとの間にある第２の受信経路を含み、前記第２の受信経路は、前記第２の周
波数帯において整合インピーダンスを与え、かつ前記第１の周波数帯において不整合イン
ピーダンスを与える第２のフィルタを含み、前記キャリアアグリゲーション回路はさらに
　前記第１の受信経路に沿って実装されて、前記第１の受信経路のために前記第１の周波
数帯における前記整合インピーダンスを維持し、前記第１の受信経路のために前記第２の
周波数帯における前記不整合インピーダンスを、前記第２の周波数帯における開放インピ
ーダンスに調整する第１の位相シフト回路と、
　前記第２の受信経路に沿って実装されて、前記第２の受信経路のために前記第２の周波
数帯における前記整合インピーダンスを維持し、前記第２の受信経路のために前記第１の
周波数帯における前記不整合インピーダンスを、前記第１の周波数帯における開放インピ
ーダンスに調整する第２の位相シフト回路と、
　前記第１の位相シフト回路と前記共通ノードとの間に実装された第１のスイッチと、前
記第２の位相シフト回路と前記共通ノードとの間に実装された第２のスイッチとをさらに
含み、前記第１のスイッチおよび前記第２のスイッチは、前記キャリアアグリゲーション
回路が、キャリアアグリゲーションモードまたは非キャリアアグリゲーションモードで動
作することを可能にし、前記無線装置はさらに、
　前記キャリアアグリゲーション回路と通信するアンテナを備え、前記アンテナは前記信
号を受信するように構成される、無線装置。
【請求項１４】
　前記アンテナはダイバーシティアンテナである、請求項１３に記載の無線装置。
【請求項１５】
　前記信号を前記ダイバーシティアンテナから前記受信機にルーティングするように構成
されたアンテナスイッチモジュールをさらに備え、前記キャリアアグリゲーション回路は
前記ダイバーシティアンテナと前記アンテナスイッチモジュールとの間に実装される、請
求項１４に記載の無線装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　ある実施形態において、第１の経路および第２の経路は各々、ＣＡ回路がＣＡモードま
たは非ＣＡモードで動作できるようにするスイッチを含み得る。第１の経路のスイッチは
第１の位相シフト回路の出力にあってもよく、第２の経路のスイッチは第２の位相シフト
回路の出力にあってもよい。ＣＡモードの場合は第１の経路および第２の経路のスイッチ
双方を閉じればよい。非ＣＡモードの場合は２つのスイッチのうちの一方を開き他方を閉
じればよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　図３において、再合成ＲＦ信号はＬＮＡ１２０に与えられ増幅により出力ノード１１４
における低雑音の増幅出力信号を生成することが示されている。ＬＮＡ１２０は、十分に
広い帯域幅に対して機能することにより再合成ＲＦ信号の第１および第２の帯域を効果的
に増幅するように構成し得る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　同様に、第２のフィルタ１２４のインピーダンスを、Ｂ帯域信号に対して所望のインピ
ーダンスを与えるようにチューニングすることができる。したがって、Ｂ帯域フィルタ１
２４の出力におけるＢ帯域信号に対するインピーダンスＺＢはほぼ整合された値ＺＯ（た
とえば５０オーム）である。Ａ帯域では、Ｂ帯域フィルタ１２４の出力におけるＡ帯域信
号に対するインピーダンスＺＡはＺＯに整合されていない。Ａ帯域はＢ帯域フィルタの阻
止帯にあるので、この不整合の反射係数｜ΓＡ｜はほぼ１（unity）である。しかしなが
ら、この反射の位相はフィルタの設計に依存する。したがって、Ｂ帯域フィルタ１２４の
出力におけるＡ帯域信号に対するインピーダンスＺＡは、大幅に不整合な値でＺＯよりも
大幅に大きいかまたは大幅に小さいかのいずれかである可能性がある。結果として｜ΓＡ

｜～１という状態になる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　図１０は、図９の回路の、１．７９２ＧＨｚと２．１９５ＧＨｚの間の周波数（ｆｒｅ
ｑ）掃引における、ＲＸ　Ｂ１ノード（左上のプロット）、ＲＸ　Ｂ３ノード（右上のプ
ロット）、ＡＮＴ　Ｂ１ノード（左下のプロット）、およびＡＮＴ　Ｂ３ノード（右下の
プロット）の、複素インピーダンス（ｉｍｐｅｄａｎｃｅ）値のスミスプロットの例を示
す。より具体的には、ポイントｍ２８およびｍ２９のインピーダンス値はそれぞれ、ＲＸ
　Ｂ１ノードにおけるＢ３　Ｒｘ帯域の下限（１．８０５ＧＨｚ）および上限（１．８８
０ＧＨｚ）に対応し、ポイントｍ６およびｍ１４のインピーダンス値はそれぞれ、ＲＸ　
Ｂ３ノードにおけるＢ１　Ｒｘ帯域の下限（２．１１０ＧＨｚ）および上限（２．１７０
ＧＨｚ）に対応し、ポイントｍ５およびｍ７のインピーダンス値はそれぞれ、ＡＮＴ　Ｂ
１ノードにおけるＢ３　Ｒｘ帯域の下限（１．８０５ＧＨｚ）および上限（１．８８０Ｇ
Ｈｚ）に対応し、ポイントｍ３およびｍ４のインピーダンス値はそれぞれ、ＡＮＴ　Ｂ３
ノードにおけるＢ１　Ｒｘ帯域の下限（２．１１０ＧＨｚ）および上限（２．１７０ＧＨ
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ｚ）に対応する。
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